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　化学物質とその代謝的活性化に関与する酵素との関係のうち、誤っている
　のはどれか。１つ選べ。

　　１　ジメチルニトロソアミン ― シトクロムＰ450

　　２　ベンゾ［ａ］ピレン ―――― グルタチオンＳ-トランスフェラーゼ

　　３　サイカシン ―――――――β-グルコシダーゼ

代謝されて毒性（薬理効果）↑

※解毒：代謝されて毒性（薬理効果）↓

加水分解→メチルカチオン

解毒に関与する酵素！

（CYP2E1）
N-脱メチル化→メチルカチオン

○

○

×

　VDT（visual display terminal）作業従事者に多くみられる健康障害はどれ
　か。１つ選べ。

　　１　熱中症

　　２　職業性レイノー症候群

　　３　頸肩腕症候群

　　４　難聴

　　５　潜函病

ex.コンピューター作業など

○

×
×

×
×

←高温多湿下の作業が原因

←振動障害が原因（白ろう病）

←金属性衝撃音が原因

←潜水・潜函作業が原因（ケイソン病）

扌

扌

第100回薬剤師国試に向けた
　学習ポイントと勉強法

そ
の
３

　国家試験まで残り約４カ月です。「最近、
思うように勉強が進まない……」という方も
いらっしゃるのではないでしょうか？特に
11月前後は、モチベーションが下がりやす
い時期です。「成績が伸びないことによる焦
り」「中だるみ」など理由は様々だと思いま

すが、この11月をどう有効に使っていくか
で、年明け後の成績は大きく変わってきま
す！焦ってくると、まず何から手を付けてよ
いか……と迷うと思います。そんなときは青
本に掲載されている「薬剤師国家試験出題基
準対応表（以下出題表）」を利用しましょう！

　この出題表を見ると、おおよその出
題傾向がつかめます。
　例えば、「代表的な食品添加物とそ
の働き」や「代表的な細菌性・ウイル
ス性食中毒」の項目は90～99回の国
家試験でほぼ毎年出題されていますの
で、100回でも出題される可能性が高
いですね。
　逆に98、99回で出題されていない

項目は、 100回では狙われてくるか
も？など傾向がつかめるかと思いま
す。
　まず何から勉強するかを迷ったら、
こちらを参考にしてみてください！
　勉強する範囲が決まった。その後は
どうするか？
　問題を解くなどのアウトプットを必
ずしましょう！特に問題を解く際には

次の２点に注意しましょう。
　①リード文を含め、問題文をよく読
む
　②選択肢に出てきたキーワードを使

って周辺知識を深める
　以下に例を記載いたしますので、ぜ
ひ参考にしてください。

　選択肢の２を見ていただくと、確か
にグルタチオンＳ-トランスフェラー
ゼはベンゾ[ a ]ピレンの代謝に関与す
る酵素ですが、「代謝的活性化」では

なく「解毒」に関与する酵素です！
　このようにリード文をしっかり読ま
ないと正しい答えが導けないので注意
しましょう。

　このように「ほかの選択肢が何なの
か」を確認しながら勉強すれば、リー
ド文が変わって出題されても解けます
ね。
　年明けからは勉強の追い込みでつい
つい暗記に走りがちです！

　今のうちに問題文をよく読む癖をつ
け、しっかり問題の意図やひっかけの
ポイントを確認しながら勉強するよう
にしましょう！
　薬学ゼミナール仙台教室
　　　　　　　　　　　　呉　理紗子

大切な11月の有効利用
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